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現在、我が国では、産業競争力強化に向けて、革新的技術を核としたイノベ

ーションを生み出すべく、ロボットや IoT 等の新しい技術の活用による様々な

試みが進められていますが、その動きをより強固なものにするには、長年培っ

てきた多種多様な技術革新の芽を大きく育てる仕組み、即ち具体的な戦略づく

りが必要であります。 

一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成 26
年度から調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、外部

組織の皆様とともに始め、2 年目を迎えました。 

本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的•先進的

技術を基にした戦略づくり、きっかけづくりであります。このため関連する複

数の分野の関係者が一堂に会して議論を行い、現状の問題点や課題を検討・整

理し、実現すべきシステムの姿及びその実現方策・道筋等を策定するものです。 

 「高齢化社会における安全、安心、便利な駐車場システムに関する戦略策定」

は、上記事業の一環として、未来の駐車場システムの青写真の策定を目指して、

一般社団法人研究産業･産業技術振興協会に委託して実施し、多様な分野の関係

者とともに協会も参加して議論・検討を行いました。また、協会に「機械シス

テム開発委員会」（委員長：東京大学理事・副学長 大学院新領域創成科学研究

科 教授 大和 裕幸 氏）を設置し、そのご指導・ご助言を受けました。 

この成果が、機械システムによる新たな社会変革の進展に寄与するきっかけ

となれば幸いです。 

  

  
平成 28 年 3 月 

一般財団法人機械システム振興協会 
  



 
 

 
 

はじめに 
 

本事業は、(一財)機械システム振興協会からの委託を受けて、2014 年度から 2 年計画で

実施したものである。高齢化社会の進展の中で、安全、安心、便利な駐車場システムの将

来像について、青写真を策定していくことを目的としている。2014 年度は、①駐車場に装

備できる個別の要素技術からのコンセプト、②障害者、高齢者等の観点からのコンセプト、

③ショッピングセンターの販売促進からのコンセプト、④車側からの情報提供コンセプト

の 4 つの視点から検討し、そのうえで全体をまとめる統合コンセプトを検討した。 
 
2015 年度は、前年度の成果を踏まえ、具体的なイメージを持った青写真を作成するべく、

検討対象としてショッピングセンター等の大規模商業施設に付設される大規模駐車場に焦

点を当てて検討した。アプローチ方法としては、先ず、①駐車場サービスの高度化又は新

たに提供するサービスを検討し、次いで②サービス高度化に必要な情報、センサー、通信

を踏まえた情報システム、③自動車関係技術開発の動向、更に、④障害者、高齢者等への

配慮、⑤ショッピングセンターの販売促進の 5 つの視点からアプローチした。そしてその

上で、全体をまとめる統合駐車場システムの将来像(青写真)を検討したものである。 
この中で、駐車場が付設されている大規模商業施設は、地域･都市の拠点でもあるとい

う観点から、｢人、モノ、情報｣が集まり、消費され、更に新たな価値を創造するという機

能を持つことが示された。商業施設を人･社会とともに持続的に発展するものにする。その

ための技術的な裏付けとして、駐車場を含む商業施設や地域社会を常時見守り、その創造

し、発展する機能を支援する。更に高齢化対策等も統合的に支援する方策を、最先端のセ

ンシング、知的情報処理、人工知能技術で実現する方向が提案された。 
この大規模商業施設付設駐車場における検討は、他の駐車場や施設にも活かされていく

と期待している。 
 
本事業の実施に際しては、駐車場を付設するショッピングセンター、駐車場設備メーカ

ー、自動車メーカー、カーナビ及び通信企業、警備保障の企業、高齢者への配慮に詳しい

専門家、産総研の専門家、学識経験者等の方々からなる戦略策定委員会を設置した。2 年

間にわたり検討を頂いた委員の方々と、本事業の実施に当りご指導を頂いた機械システム

振興協会の方々に改めて謝意を表します。 
 

2016 年 3 月    一般社団法人 研究産業・産業技術振興協会 
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